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▼【導入①】神奈川県逗子市議会&執行部の実績プレゼン 2

▲コスト削減、議会活性化、ICT活用を実現

去る平成29年2月13日（月）午後、

タブレットセミナーに参加して参りました。

【演 題】タブレットから始まるICT化と「開かれた議会」

【主 催】東京インタープレイ株式会社(アプリSideBooks開発会社)

【会 場】恵比寿ネオナート17F(東京都渋谷区恵比寿4-1-18)

⇒株式会社ティーガイア本社(通信機器の販売及び代理店)

【サイト】https://sidebooks.jp/seminar/

タブレット導入の先進自治体として、神奈川県逗子市議会の

菊池議長と長島議員のご両名からご説明をいただきました。

・4年前の導入に伴い、市職員(議会事務局)の労務費削減が実現。

・議員人数分の紙資料をそろえたり、修正や差し替えしたり

という膨大な作業が大幅に削減。

・通信費は微々たるもの。 4回の定例会のうち、2回の定例会

が終わった時点で、ほぼプラスに転じるとのこと。

・情報公開条例により、情報公開が進んでいる。そのため、

万が一落として第三者に見られたとしても困る情報はない。

・紙＝悪ではない。予算書、決算書、委員会採決賛否等は、

紙でも配布している。議員が自身で白黒印刷することも可能。

・個人別フォルダがあるため、一般質問の配布資料をデータ

共有することもできる。（現状は使用していない。）

・同じページを見る同期機能もあるし、教え合いながら慣れた。

・議会で活用していることを示せば、市民の方もご納得される。

・検索機能がかなり便利で、すぐに関連資料が見られる。

▲神奈川県逗子市議会の菊池議長と長島議員

菊池議長長島議員

【出典】東京インタープレイ株式会社



▼【導入②】アプリSideBooksのクラウド本棚の概要 3

▲46自治体議会に採用されているペーパーレス会議システムのアプリ『SideBooks』（2016年11月現在）

【出典】東京インタープレイ株式会社セミナー案内PDF



▼【画像①】タブレットの使用感および導入のメリット 4

▲タブレット導入は、手段。目的は上記4つ。▲長崎県諫早市議会HP『議会本棚』※市民も閲覧可

▲手書きの感覚に近いApple Pencil（太さ・色変更可）▲紙をめくるように次ページへ（裏写り機能あり）

iPad Pro▶

▼iPad Air 2

Apple Pencil

【出典】東京インタープレイ株式会社

①

②

③

④

⇒事務局&執行部への貢献

⇒議員ひいては市民への貢献

⇒議員ひいては市民への貢献

⇒情報を活用する人への貢献



▼【画像②】タブレット導入による地方自治体の好事例 5

▲審議中のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用により審議が深化（島根県出雲市）▲全議員へ迅速な情報共有が可能（神奈川県逗子市）

▲ﾀﾌﾞﾚｯﾄ導入後にFAXが約1/20に減（兵庫県丹波市）▲会議準備および会議時間が短縮（栃木県大田原市）

【出典】東京インタープレイ株式会社



▼【画像③】その他のタブレット導入のメリット 6

▲質問への正確な情報による迅速な回答⇒市民への貢献▲メールやチャットでのやりとりが可能⇒災害時にも

▲ペーパーレス化による印刷費削減<<準備の労務費削減▲カメラ・マップ・レコーダー・メモ機能等が便利

【出典】東京インタープレイ株式会社



▼【見積概算①】iPad Air2 × 22台 or 49台 7

【出典】株式会社ティーガイア

▼【1】iPad Air2×22台
【初 期 費 用 】 ¥ 157,680-
【運用費用（年額）】 ¥2,306,517-
【合 計 】 ¥2,464,197-

▼【2】iPad Air2×49台
【初 期 費 用 】 ¥ 245,160-
【運用費用（年額）】 ¥2,839,199-
【合 計 】 ¥3,084,359-



▼【見積概算②】iPad Pro12.9インチ× 22台 or 49台 8

【出典】株式会社ティーガイア

▼【3】iPad Pro12.9インチ×22台
【初 期 費 用 】 ¥ 438,048-
【運用費用（年額）】 ¥2,958,301-
【合 計 】 ¥3,396,349-

▼【4】iPad Pro12.9インチ×49台
【初 期 費 用 】 ¥ 869,616-
【運用費用（年額）】 ¥4,290,900-
【合 計 】 ¥5,160,516-



▼【総括】逗子市議会＆執行部タブレット導入のメリット9

議会並びに行政の執行部にタブレットが導入されてい
る地方公共団体が増えつつあります。迅速かつ簡便な情
報共有体制構築や印刷費のコスト削減、検索機能をフル
活用した、ユビキタスネットワークの実現。
何よりも、職員の労務費削減こそコスト面での鍵だと

分かりました。他自治体の極端な事例として、定例会前
は残業続きだったのが、タブレット導入後は定時で退庁
できるようになったりしているそうです。
また、迅速な情報共有が可能なため、議員が事前に資

料チェックができたり、その場で不明点をネットで調べ
たり、過去の資料を確認したりできるので、より深い
議論ができるように改善されたとのことです。ひいては
佐渡市民の皆さんへの貢献につながると考えます。

【出典】逗子市議会「クラウド文書共有システム」の概要について


